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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ハ ス 胚 芽 、 オ タ ネ ニ ン ジ ン 、 タ チ ア ワ ユ キ セ ン ダ ン グ サ 、 ス ギ ナ 、 ヨ モ ギ 及 び ネ ズ ミ モ  
チ の 混 合 物 の 抽 出 物 で あ っ て 、
  前 記 植 物 は 、 乾 燥 重 量 と し て 、 ハ ス 胚 芽 １ ０ ｍ ｇ ～ １ ０ ｇ 重 量 部 、 オ タ ネ ニ ン ジ ン １ ０  
ｍ ｇ ～ １ ０ ｇ 重 量 部 、 タ チ ア ワ ユ キ セ ン ダ ン グ サ １ ０ ｍ ｇ ～ １ ０ ｇ 重 量 部 、 ス ギ ナ １ ０ ｍ  
ｇ ～ １ ０ ｇ 重 量 部 、 ヨ モ ギ １ ０ ｍ ｇ ～ １ ０ ｇ 重 量 部 及 び ネ ズ ミ モ チ １ ０ ｍ ｇ ～ １ ０ ｇ 重 量  
部 の 混 合 抽 出 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 促 進 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ハ ス 胚 芽 、 オ タ ネ ニ ン ジ ン 、 タ チ ア ワ ユ キ セ ン ダ ン グ サ 、 ス ギ ナ 、 ヨ モ ギ 及 び ネ ズ ミ モ  
チ の 混 合 物 に 対 し て 、 指 定 溶 媒 を １ 倍 ～ １ ０ ０ 倍 量 で 抽 出 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 促 進 剤 を 製 造 す る 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 指 定 溶 媒 が 、 水 又 は エ タ ノ ー ル を 含 む 溶 媒 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の  
製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 諸 疾 患 の 改 善 に 有 効 で あ る Ｈ Ｇ Ｆ （ 肝 細 胞 増 殖 因 子 ： H e p a t o c y t e s  G r o w t h  
F a c t o r 、 以 下 Ｈ Ｇ Ｆ と 略 す る ） 産 生 促 進 作 用 を 有 す る Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 促 進 剤 に 関 す る 。 更 に 詳  

請求項の数　3　（全9頁）　最終頁に続く
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し く は 、 ハ ス 胚 芽 、 オ タ ネ ニ ン ジ ン 、 タ チ ア ワ ユ キ セ ン ダ ン グ サ 、 ス ギ ナ 、 ヨ モ ギ 及 び ネ  
ズ ミ モ チ の 混 合 抽 出 物 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ｈ Ｇ Ｆ は 、 初 代 培 養 肝 細 胞 の 増 殖 を 強 く 促 進 す る 因 子 と し て 精 製 さ れ た サ イ ト カ イ ン で  
あ り 、 肝 臓 再 生 力 を 支 え る 必 要 な 肝 再 生 因 子 で あ る 。 Ｈ Ｇ Ｆ は 分 子 量 が 約 ９ 万 の 一 本 鎖 の  
タ ン パ ク 質 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｈ Ｇ Ｆ は 、 間 葉 細 胞 に よ っ て 分 泌 さ れ 、 多 機 能 サ イ ト カ イ ン と し て 、 主 に 上 皮 由 来 細 胞  
に 対 し て 作 用 す る 。 Ｈ Ｇ Ｆ が 、 細 胞 増 殖 促 進 、 細 胞 死 抑 制 、 組 織 修 復 、 形 態 形 成 、 血 管 新  
生 、 腫 瘍 伝 播 、 ウ ィ ル ス 感 染 の 免 疫 調 節 、 及 び 心 血 管 代 謝 活 動 を 担 う 多 様 な 機 能 を 持 っ て  
お り 、 様 々 な 疾 患 を 対 象 に 治 療 応 用 の た め の 研 究 開 発 が 進 め ら れ て き た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ｈ Ｇ Ｆ は 多 彩 な 生 理 機 能 を 有 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 Ｈ Ｇ Ｆ が 、 肝 臓 、 心 臓 、 血 管 、  
脳 、 腎 臓 、 消 化 器 、 皮 膚 、 肺 、 及 び 神 経 等 様 々 な 組 織 や 器 官 に 対 し て 再 生 又 は 保 護 作 用 を  
有 し て お り 、 ま た こ れ ら の 組 織 や 器 官 に お け る 諸 疾 患 の 改 善 に も 有 効 で あ る こ と が 多 数 報  
告 さ れ て い る 。 Ｈ Ｇ Ｆ タ ン パ ク 量 を 増 や す こ と で 、 健 康 維 持 に 役 立 つ と 期 待 で き る た め 、  
現 在 Ｈ Ｇ Ｆ を 外 因 的 に 補 充 し 、 様 々 の 疾 病 の 治 療 に 用 い ら れ る よ う に 試 み る な ど の 取 り 組  
み が 行 わ れ て い る 。 ま た 、 Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 促 進 作 用 を 有 し て い る 食 品 や 生 薬 な ど の 研 究 も 進 め  
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ ま で 、 ガ ゴ メ コ ン プ 由 来 フ コ イ ダ ン （ 特 許 文 献 １ ） 、 ア ン ジ オ テ ン シ ン 変 換 酵 素 阻  
害 剤 及 び ア ン ジ オ テ ン シ ン I I 受 容 体 拮 抗 薬 （ 特 許 文 献 ２ ） 及 び 生 薬 の 混 合 物 （ 特 許 文 献 ３  
） が 、 Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 促 進 剤 と し て 知 ら れ て い る 。 一 方 、 冬 虫 夏 草 粉 砕 物 及 び そ の 抽 出 成 分 （  
特 許 文 献 ４ ） 、 ニ ガ ウ リ 加 工 物 の 有 効 成 分 （ 特 許 文 献 ５ ） か ら 得 ら れ た 成 分 が 、 Ｈ Ｇ Ｆ 産  
生 促 進 活 性 を 有 す る こ と が 分 か っ て き た 。 ま た 、 プ ロ テ イ ン キ ナ ー ゼ A （ P K A ） 阻 害 剤 の  
一 種 で あ る 8 - B r o m o - c A M P に Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 促 進 作 用 が 確 認 さ れ 、 研 究 時 に 陽 性 対 照 と し て よ  
く 使 わ れ て い る （ 非 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ハ ス 胚 芽 は 、 イ ン ド 原 産 の ハ ス 科 多 年 生 水 性 植 物 で あ る ハ ス の 実 の 殻 を 除 い た 微 小 部 分  
で あ る 。 発 芽 成 長 に 必 要 な 成 分 を 凝 縮 し て い る と 言 わ れ る 。 ハ ス 胚 芽 抽 出 物 の 薬 理 作 用 を  
明 ら か に す る 研 究 は 数 多 く 行 わ れ 、 抗 肥 満 作 用 、 抗 が ん 作 用 、 抗 炎 症 作 用 が 確 認 さ れ て い  
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 オ タ ネ ニ ン ジ ン は 学 名 が P a n a x  g i n s e n g  C . A . M e y . で あ る 。 ニ ン ジ ン の 有 効 成 分 に は 、  
非 常 に 高 い 滋 養 強 壮 の 効 果 が あ り 、 ま た 記 憶 過 程 の 改 善 、 抗 ス ト レ ス 、 消 化 管 運 動 亢 進 、  
ス ト レ ス 性 胃 潰 瘍 抑 制 、 抗 ア レ ル ギ ー な ど の 作 用 も 報 告 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 タ チ ア ワ ユ キ セ ン ダ ン グ サ は 、 キ ク 科 セ ン ダ ン グ サ 属 の 植 物 で あ る 。 過 酷 な 環 境 で も 繁  
殖 能 力 が 高 く 、 非 常 に 強 い 生 命 力 を 持 つ こ と が 特 徴 で あ る 。 日 本 で は 、 沖 縄 な ど の ほ か 、  
中 南 米 諸 国 や ア フ リ カ 、 中 国 、 台 湾 な ど に も 分 布 し て い る 。 昔 か ら 伝 承 薬 、 民 間 薬 と し て  
広 く 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ス ギ ナ は 、 シ ダ 植 物 門 ト ク サ 網 ト ク サ 目 ト ク サ 科 ト ク サ 属 の 植 物 の 1 種 で あ る 。 生 薬 と  
し て 、 古 く か ら 伝 承 さ れ て い た が 、 花 粉 症 対 策 と し て の 効 能 が あ る と 最 近 の 研 究 で 分 か っ  
て き た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ヨ モ ギ は 、 キ ク 科 の 多 年 草 で 、 灸 の も ぐ さ 、 漢 方 薬 の 原 料 と し て よ く 使 わ れ て い る 。 特  
有 の 香 り が あ り 、 若 い 葉 は 食 用 さ れ 、 生 薬 は 止 血 、 干 し た 葉 は 健 胃 、 下 痢 、 貧 血 な ど 多 く  
の 薬 効 が あ る と さ れ る 。



10

20

30

40

50

JP 7553216 B2 2024.9.18(3)

【 ０ ０ １ １ 】
　 ネ ズ ミ モ チ は 、 「 女 貞 子 」 と も 呼 ば れ 、 主 に 中 国 で 栽 培 さ れ る モ ク セ イ 科 の 植 物 で あ る  
。 古 く か ら 耳 鳴 改 善 、 白 内 障 予 防 、 白 髪 予 防 、 リ ラ ッ ク ス 作 用 な ど と し て 使 用 さ れ て い る  
が 、 近 年 骨 粗 鬆 症 の 予 防 、 抗 糖 尿 病 、 肝 機 能 改 善 な ど 研 究 で 知 ら さ れ て き た 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ２ ６ ３ ９ ２ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ０ ０ ２ ５ ８ ７ 号 公 報
【 文 献 】 特 許 第 ６ ７ １ ２ ０ ５ ６ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ８ － ２ ０ １ ７ ４ ９ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ８ － ２ ０ １ ７ ４ ８ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 文 献 】 Y .  T a k a m i  e t  a l . ,  ” M o d u l a t i o n  o f  h e p a t o c y t e  g r o w t h  f a c t o r  i n d u c t i o n  i n  
h u m a n  s k i n  f i b r o b l a s t s  b y  r e t i n o i c  a c i d ” ,  B i o c h i m i c a  e t  B i o p h y s i c a  A c t a  1 7 4 3 ,  
2 0 0 5 ,  p . 4 9 - 5 6
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 促 進 に 寄 与 す る の が 体 内 物 質 の み な ら ず 、 植 物 な ど で も 促 進 す る こ と が で き  
る と 分 か っ て き て い る 。 ま た 、 陽 性 対 照 で あ る 8 - B r o m o - c A M P は 試 験 ・ 研 究 の 目 的 の み に  
使 用 さ れ る 試 薬 で あ り 、 ヒ ト が 摂 取 す る こ と は 禁 じ ら れ て お り 、 本 発 明 は 、 安 全 性 が 担 保  
さ れ て い る 植 物 を 用 い て 、 高 い Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 促 進 作 用 を 有 す る Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 促 進 剤 を 提 供 す る  
こ と と な る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 様 々 な 植 物 の Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 促 進 作 用 を 検 討 し て い る う ち に 、 そ れ ら の 組 み 合 わ せ の 相 乗 効  
果 な ど を 鋭 意 検 討 し た 結 果 、 請 求 項 １ 記 載 の Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 促 進 剤 に 極 め て 強 い Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 促  
進 作 用 を 有 し て い る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 に 至 っ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
す な わ ち 、 請 求 項 １ の 混 合 抽 出 物 は 、 ハ ス 胚 芽 １ ０ ｍ ｇ ～ １ ０ ｇ 重 量 部 、 オ タ ネ ニ ン ジ ン  
１ ０ ｍ ｇ ～ １ ０ ｇ 重 量 部 、 タ チ ア ワ ユ キ セ ン ダ ン グ サ １ ０ ｍ ｇ ～ １ ０ ｇ 重 量 部 、 ス ギ ナ １  
０ ｍ ｇ ～ １ ０ ｇ 重 量 部 、 ヨ モ ギ １ ０ ｍ ｇ ～ １ ０ ｇ 重 量 部 及 び ネ ズ ミ モ チ １ ０ ｍ ｇ ～ １ ０ ｇ  
重 量 部 の 混 合 抽 出 物 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ り 、 高 い Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 促 進 効 果 を 有 す る Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 促 進 剤 を 提 供 す る こ と が 可  
能 で あ る 。 本 発 明 は 、 細 胞 な ど に 直 接 作 用 し 、 Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 促 進 効 果 を 発 揮 す る も の で あ る  
。 十 分 な Ｈ Ｇ F 産 生 促 進 効 果 を 発 揮 し 、 健 康 維 持 に 役 立 つ と 期 待 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 様 々 な 組 合 せ に よ っ て 作 ら れ た 混 合 抽 出 物 の Ｈ Ｇ Ｆ 促 進 作 用 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 一 番 高 い Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 促 進 効 果 を 示 し た エ キ ス ３ の 濃 度 依 存 的 な 効 果 を 示 す 図 で あ  
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 は 、 Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 促 進 作 用 を 用 い る 植 物 、 即 ち ハ ス 胚 芽 、 オ タ ネ ニ ン ジ ン 、 タ チ ア  
ワ ユ キ セ ン ダ ン グ サ 、 ス ギ ナ 、 ヨ モ ギ 及 び ネ ズ ミ モ チ の 混 合 抽 出 物 で あ る 。 以 下 、 本 発 明  
を 実 施 す る た め の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 は 、 Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 促 進 作 用 を も つ 植 物 、 す な わ ち ハ ス 胚 芽 、 オ タ ネ ニ ン ジ ン 、 タ チ  
ア ワ ユ キ セ ン ダ ン グ サ 、 ス ギ ナ 、 ヨ モ ギ 及 び ネ ズ ミ モ チ を 含 む 混 合 抽 出 物 を 用 い る こ と が  
望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ハ ス 胚 芽 、 中 国 産 で も 日 本 産 で も 使 用 す る こ と が で き る 。 中 国 産 の ハ ス 胚 芽 を そ の ま ま  
又 は 乾 燥 し て い る も の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 オ タ ネ ニ ン ジ ン は 、 葉 、 茎 、 根 な ど の 部 分 を 使 用 す る こ と に 問 題 な い が 、 根 又 は 茎 を そ  
の ま ま 又 は 乾 燥 し て い る も の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 タ チ ア ワ ユ キ セ ン ダ ン グ サ は 、 日 本 、 中 国 、 台 湾 、 イ ン ド な ど の 産 地 の タ チ ア ワ ユ キ セ  
ン ダ ン グ サ の 葉 及 び 茎 を そ の ま ま 又 は 乾 燥 し て い る も の を 使 用 し て も よ い が 、 葉 及 び 茎 を  
そ の ま ま 又 は 乾 燥 し て い る も の で 、 か つ 日 本 産 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ス ギ ナ は 、 葉 、 茎 、 根 な ど の 部 分 を 使 用 す る こ と に 問 題 な い が 、 葉 及 び 茎 を そ の ま ま 又  
は 乾 燥 し て い る も の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ヨ モ ギ は 、 葉 も 茎 も 使 用 す る こ と に は 問 題 な い が 、 葉 を そ の ま ま 又 は 乾 燥 し て い る も の が  
望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ネ ズ ミ モ チ は 、 実 の 部 分 を 使 用 す る こ と に 問 題 な い が 、 そ の ま ま 又 は 乾 燥 し て い る も の  
が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 促 進 作 用 を 調 べ る の に 、 上 皮 細 胞 や 内 皮 細 胞 、 さ ら に 一 部 の 間 葉 系 細 胞 （ 腎  
尿 細 管 上 皮 細 胞 、 乳 腺 上 皮 細 胞 、 気 管 支 上 皮 細 胞 、 胆 管 上 皮 細 胞 、 ケ ラ チ ノ サ イ ト 、 メ ラ  
ノ サ イ ト 、 血 管 内 皮 細 胞 、 線 維 芽 細 胞 、 軟 骨 細 胞 、 破 骨 細 胞 、 筋 衛 星 細 胞 な ど ） も 使 用 す  
る こ と が で き る が 、 線 維 芽 細 胞 を 用 い て 検 討 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 で 用 い ら れ る 抽 出 物 は 、 上 記 し た ６ 種 類 の 植 物 を そ の ま ま 又 は 裁 断 、 混 合 物 を 抽  
出 溶 媒 に て 調 製 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 乾 燥 粉 砕 物 は 、 そ れ ぞ れ の 植 物 を 乾 燥 し た 後 粉 砕 す る か 、 又 は 細 か く 切 断 し た 後 に 乾 燥  
す る こ と に よ っ て 調 製 す る こ と が 可 能 で あ る 。 乾 燥 方 法 と し て は 、 そ れ ぞ れ の 植 物 の 成 分  
を 破 壊 し な い 範 囲 で あ れ ば 特 に 制 限 が な い が 、 真 空 凍 結 乾 燥 、 熱 風 乾 燥 、 遠 赤 外 線 乾 燥 、  
減 圧 乾 燥 、 マ イ ク ロ 波 減 圧 乾 燥 、 及 び 加 熱 蒸 気 乾 燥 等 を 広 く 用 い る こ と が で き る 。 そ の 中  
で も 、 成 分 の 安 定 性 が 高 く 担 保 で き る 真 空 乾 燥 方 法 を 用 い る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 抽 出 溶 媒 に は 、 水 、 エ タ ノ ー ル 及 び こ れ ら の 混 合 液 が 安 全 上 望 ま し い が 、 抽 出 溶 媒 を 完  
全 留 去 し て 乾 燥 粉 末 を 作 る 場 合 に は 、 メ タ ノ ー ル や ブ タ ノ ー ル な ど 低 級 ア ル キ ル ア ル コ ー  
ル 、 あ る い は ア セ ト ン 、 D M S O な ど の 溶 媒 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 抽 出 溶 媒 を 植 物 又 は 植 物 の 混 合 物 に 対 し て １ ～ １ ０ ０ 倍 量 、 通 常 、 常 温 ～ 1 0 0 ℃ 又 は 常  
圧 下 で １ ～ ６ 時 間 浸 漬 し た 後 に 濾 過 し て 抽 出 物 を 得 る こ と が で き る が 、 抽 出 溶 媒 を １ ０ ～  
３ ０ 倍 、 ８ 0 ～ 1 0 0 ℃ で 常 圧 下 で １ ～ ３ 時 間 と い う 条 件 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 に お け る 混 合 抽 出 物 の 各 植 物 の 配 合 は 、 乾 燥 重 量 と し て 、 ハ ス 胚 芽 １ ０ ｍ ｇ ～ １  
０ ０ ｇ 重 量 部 、 オ タ ネ ニ ン ジ ン １ ０ ｍ ｇ ～ １ ０ ０ ｇ 重 量 部 、 タ チ ア ワ ユ キ セ ン ダ ン グ サ １  
０ ｍ ｇ ～ １ ０ ０ ｇ 重 量 部 、 ス ギ ナ １ ０ ｍ ｇ ～ １ ０ ０ ｇ 重 量 部 、 ヨ モ ギ １ ０ ｍ ｇ ～ １ ０ ０ ｇ  
重 量 部 及 び ネ ズ ミ モ チ １ ０ ｍ ｇ ～ １ ０ ０ ｇ 重 量 部 の 割 合 で 混 合 さ れ る こ と が で き る が 、 ハ  
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ス 胚 芽 １ ｇ ～ １ ０ ｇ 重 量 部 （ １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ ， ８ ， ９ ｇ 重 量 部 ） 、 オ タ ネ ニ  
ン ジ ン １ ｇ ～ １ ０ ｇ 重 量 部 （ １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ ， ８ ， ９ ｇ 重 量 部 ） 、 タ チ ア ワ  
ユ キ セ ン ダ ン グ サ １ ｇ ～ １ ０ ｇ 重 量 部 （ １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ ， ８ ， ９ ｇ 重 量 部 ）  
、 ス ギ ナ １ ｇ ～ １ ０ ｇ 重 量 部 （ １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ ， ８ ， ９ ｇ 重 量 部 ） 、 ヨ モ ギ  
１ ｇ ～ １ ０ ｇ 重 量 部 （ １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ ， ８ ， ９ ｇ 重 量 部 ） 及 び ネ ズ ミ モ チ １  
ｇ ～ １ ０ ｇ 重 量 部 （ １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ ， ８ ， ９ ｇ 重 量 部 ） の 割 合 で 混 合 さ れ る  
こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う に し て 得 ら れ る 混 合 抽 出 物 は 、 後 述 の 実 施 例 で 示 す よ う に 、 強 い Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 促  
進 作 用 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 に 用 い ら れ て い る 植 物 の 混 合 抽 出 物 は 、 ６ 種 類 の 植 物 の 組 み 合 わ せ に よ っ て 作 ら  
れ て い る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 下 、 実 施 例 を 用 い て 本 発 明 を よ り 詳 細 に 説 明 す る 。 但 し 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 例 に  
よ っ て 制 限 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
１ ． 調 製 例
［ 調 製 例 １ ： 単 一 植 物 の 抽 出 物 の 調 製 ］
　 表 １ に 示 し て い る ２ ２ 種 類 の 乾 燥 し た 状 態 の 植 物 を 細 か く 裁 断 し て か ら 粉 砕 し た 。 粉 砕  
し た そ れ ぞ れ の 乾 燥 物 を ４ ０ ｇ に 対 し て 水 を ６ ０ ０ ｍ ｌ 加 え 、 １ ５ 倍 希 釈 し た 。 そ の 後 、  
水 浴 上 で １ ０ ０ ℃ 、 ２ 時 間 還 流 熱 水 抽 出 を 行 っ た 。 抽 出 後 、 放 冷 し て か ら 濾 紙 で ろ 過 を 行  
っ た 。 ろ 過 に よ り 必 要 に 応 じ 沈 殿 物 を 除 き 、 得 ら れ た 濾 過 液 を エ バ ポ レ ー タ ー で 減 圧 濃 縮  
し 、 得 ら れ た 抽 出 物 を 乾 燥 減 量 が 約 ４ ０ ～ ６ ０ ％ く ら い に な る よ う に 調 整 し た 。 そ の 後 、  
４ ℃ の 冷 蔵 庫 に て 保 存 し た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 表 １ 】

［ 表 １ ］ Ｈ Ｇ Ｆ 促 進 作 用 を 確 認 す る た め に 用 い ら れ た ２ ２ 種 類 の 植 物 一 覧 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
［ 調 製 例 ２ ： 混 合 植 物 の 抽 出 物 の 調 製 ］
　 エ キ ス １ ～ ６ （ 配 合 の 内 訳 は 表 ２ を 参 照 ） に 用 い ら れ て い る 各 植 物 を 乾 燥 し た 状 態 に し  
た 上 で 混 合 し 、 細 か く 裁 断 し て か ら 粉 砕 し た 。 粉 砕 し た 各 種 の 混 合 物 を ４ ０ ｇ に 対 し て 水  
を ６ ０ ０ ｍ ｌ 加 え 、 １ ５ 倍 希 釈 し た 。 そ の 後 、 水 浴 上 で １ ０ ０ ℃ 、 ２ 時 間 還 流 熱 水 抽 出 を  
行 っ た 。 抽 出 後 、 放 冷 し て か ら 濾 紙 で ろ 過 を 行 っ た 。 ろ 過 に よ り 必 要 に 応 じ 沈 殿 物 を 除 き  
、 得 ら れ た 濾 過 液 を エ バ ポ レ ー タ ー で 減 圧 濃 縮 し 、 得 ら れ た 抽 出 物 を 乾 燥 減 量 が 約 ４ ０ ～  
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６ ０ ％ に な る よ う に 調 整 し た 。 そ の 後 、 ４ ℃ の 冷 蔵 庫 に て 保 存 し た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 表 ２ 】

［ 表 ２ ］ Ｈ Ｇ Ｆ 促 進 作 用 を 確 認 す る た め に 作 ら れ た 混 合 抽 出 物 の 配 合 内 訳 一 覧 （ 表 １ 参 照  
） で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
２ ． 実 験 操 作
　 後 述 す る 実 験 例 で 使 用 し た 実 験 操 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
［ 実 験 操 作 １ ： ヒ ト 皮 膚 線 維 芽 細 胞 培 養 法 ］
　 Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 促 進 活 性 を 測 定 す る の に 、 ヒ ト 皮 膚 線 維 芽 細 胞 （ M R C - 5 ） を 用 い て 測 定 し た  
。 M R C - 5 の 培 養 は 、 １ ０ 重 量 ％ の 牛 胎 児 血 清 （ Ｆ Ｂ Ｓ ） （ C y t i v a 社 ） を 添 加 し た E - M E M  
（ W a k o 社 ） 培 地 で 、 ３ ７ ℃ 、 ５ ％ Ｃ Ｏ ２ イ ン キ ュ ベ ー タ で 実 施 し た 。 M R C - 5 細 胞 は 、 ４ .  
５ ６ × １ ０ ４ ／ ｍ ｌ に な る よ う に 調 製 し 、 １ ２ ウ ェ ル プ レ ー ト に 播 種 し た 。 陽 性 対 照 と し  
て は 、 8 - B r o m o - c A M P  １ ｍ Ｍ （ S e l l e c k  C h e m i c a l s 社 ） を 用 い 、 コ ン ト ロ ー ル は １ ０ 重  
量 ％ の Ｆ Ｂ Ｓ を 添 加 し た E - M E M 培 地 を 用 い た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
［ 実 験 操 作 ２ ： 試 薬 添 加 、 培 養 上 清 回 収 方 法 ］
　 １ ２ ウ ェ ル プ レ ー ト に 細 胞 を 添 加 し て ２ ４ 時 間 後 に 、 様 々 の 濃 度 の 調 製 例 １ ～ ２ の 抽 出  
物 を 含 む １ ０ 重 量 ％ の Ｆ Ｂ Ｓ を 添 加 し た E - M E M 培 地 を 添 加 し 、 さ ら に 培 養 し て ２ ４ 時 間 後  
、 培 養 上 清 を 回 収 し た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
３ ． 実 験 例
［ 実 験 例 １ ： 培 養 上 清 の Ｈ Ｇ Ｆ 量 の 測 定 方 法 ］
　 実 験 操 作 ２ に て 回 収 し た 培 養 上 清 を E L I S A 法 で Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 量 を 測 定 し た 。 E L I S A は 市 販  
し て い る R & D 社 の E L I S A  K i t ( D H G 0 0 B ) を 使 用 し た 。 得 ら れ た 値 を 各 培 養 液 中 の 肝 細 胞 増  
殖 因 子 量 を 示 し 、 ま た 陽 性 対 照 と し て 8 - B r o m o - c A M P  １ ｍ Ｍ を 用 い た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
［ 実 験 例 ２ ： ２ ２ 種 類 の 植 物 、 ６ 種 の 混 合 抽 出 物 が Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 に 及 ぼ す 影 響 ］
　 表 １ で 示 し て い る よ う に 、 そ れ ぞ れ 単 独 の 抽 出 物 （ ２ ２ 種 類 ） と ６ 種 類 の 混 合 抽 出 物 の  
Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 量 を E L I S A で 測 定 し た 後 に 、 陽 性 対 照 8 - B r o m o - c A M P  １ ｍ Ｍ と 同 じ 産 生 誘 導  
濃 度 と し て 算 出 し た 。 算 出 値 が 低 け れ ば 低 い ほ ど 、 Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 誘 導 活 性 が 高 い と い う こ と  
で あ る 。 表 ３ に 示 し て い る よ う に 、 ２ ２ 種 類 の 植 物 の 中 で は 、 高 い Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 促 進 作 用 を  
示 し た の が 、 ハ ス 胚 芽 、 オ タ ネ ニ ン ジ ン 、 タ チ ア ワ ユ キ セ ン ダ ン グ サ 、 ス ギ ナ 、 ヨ モ ギ 及  
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び ネ ズ ミ モ チ の ６ 種 類 で あ っ た 。 そ こ で 、 ６ 種 類 の 植 物 の 混 合 抽 出 物 （ 表 ２ の エ キ ス ３ ）  
の Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 促 進 活 性 を 測 定 し た 結 果 、 そ れ ぞ れ の 単 独 植 物 の 抽 出 物 よ り も 高 い Ｈ Ｇ Ｆ 産  
生 促 進 活 性 を 示 し 、 ほ か の 植 物 の 組 み 合 わ せ に よ り 作 ら れ た 混 合 抽 出 物 よ り も 高 い Ｈ Ｇ Ｆ  
産 生 促 進 活 性 を 有 す る こ と が 分 か っ た （ 図 １ ） 。 ま た 、 図 ２ に 示 し て い る よ う に 、 エ キ ス  
３ は 濃 度 依 存 的 に 顕 著 な Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 促 進 効 果 が あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 表 ３ 】

［ 表 ３ ］ ２ ２ 種 類 の 植 物 及 び 混 合 抽 出 物 の Ｈ Ｇ Ｆ 促 進 作 用 を 示 す 図 で あ る 。 （ Ｎ . Ｄ ： n o t  
d e t e c t e d ）
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 は 、 ６ 種 類 の 植 物 の 混 合 抽 出 物 の Ｈ Ｇ Ｆ 産 生 促 進 剤 は 、 健 康 食 品 、 機 能 性 食 品 又  
は サ プ リ メ ン ト と し て 有 利 に 利 用 し 、 健 康 維 持 に 役 に 立 つ と 期 待 で き る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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